




























































































































































































































































だけに気を取られている。萬海こと韓 龍雲（訳者注：ハン・ヨンウン、1879 〜 1944．民族代表 33 人のうちの一
人で、仏教界を代表して三一独立宣言を率いた）はこのように言った。世をあざ笑う「手を組む派」、向こう岸の火
を見るように自分の私生活だけを追求する「小市民派」、そして事が起れば鬱憤を爆発させる「嗚呼派」などだ。
仏教では不殺を戒めとして守る伝統がある。よって出家者の食肉は特殊な場合を除いて原則的にタブーである。
これも単純に不殺だからそうなのかと考えてみることができる。世俗の栄華や喜びを他人に譲ろうという精神であ
る。美味しいおかずや肉料理は他の者に譲り、自分は硬い草の根で一生を終えようという誓いである。絹の衣やピ
カピカのスーツは皆に譲ろうという決心の表れである。この精神が生きているとき我々の仏教と歴史は輝いていた。
しかしこの精神が色あせたとき、仏教と国は同時に滅びた。この徹底した修道の意志が消えてしまえば、偽物がむ
しろ本物のように振る舞い始める。
今日、我々はこのような仏教的価値を守るべき時である。この地を十字架で埋め尽くせば神の国が到来するので
はない。正しく生きようとする隣家の女たちの胸の内に、孤独なこの時代の知識人の、その全ての胸の内に仏性は
間違いなく生きている。我々はその如来蔵を大切に守り育てる努力が必要である。自分以外の価値を認める術を知っ
たとき、自分の信念はより一層確固たるものになるものである。
宗教の敵は決して私以外の他の宗教ではない。宗教的価値をあざ笑う恥知らずな者達、宗教的真理を無視する極
悪人の心性を宗教は正さねばならない。これこそ宗教的な共同体の結成が必要な理由であると考える。
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